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ンバレーの Y Combinator （2005 年創設）に始まり世界中に広まった。本研究で取り上
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さて、アクセラレータは米国シリコンバレーの Y Combinator（2005 年創設）から始ま
り、スタートアップ育成の新たな手法として全世界に広がった。台湾においても、従来
からある VC や政府関連機関等に加え、2010 年代にアクセラレータやコワーキングス
ペース（co-working space）等の新しいタイプの起業家支援アクターが登場しはじめ、近
年急速に増加し、また多様化している（図 1 参照）。





























アクセラレータに関しては多数の既存研究がある。例えば、Pauwels, Clarysse, Wright 
＆ Van Hove（2016）は、欧州の 13 のアクセラレータの調査から、アクセラレータの制
度設計の重要要素として、program package（支援内容）、strategic focus（産業セクターや
地域などによる対象の限定）、selection process（チーム選抜プロセス）、funding structure
（資金源）、alumni relations（プログラム卒業後の関係維持） を挙げる。同様に Clarysse
& Yusubova（2014）は、欧州の 13 のアクセラレータの事例に基づき、アクセラレータ


























この点については、Stross（2012）による Y Combinator の非常に詳細は分析が参考にな
る。また、Ester（2017）もシリコンバレーのアクセラレータについて、ある程度個別の
事例を紹介しながら地域の特徴を分析している。本研究も基本的に個別のアクセラレー
































景・戦略のうち背景の方に言及する。第 3 節は運営について、第 4 節は（発展）戦略に






であった林之晨（Jamie Lin）氏により 2009 年に創設された。台湾のアクセラレータと
1 AppWorks ウェブサイト（https://appworks.tw/）の項目には、Accelerator（アクセラレータ・プロ
グラム）、Investments（ファンドの投資活動）、School（ソフトウェア人材育成プログラム）、Team
（スタッフ）、Join Us！（社員募集）の他、Blog がある。Blog には AppWorks 関係者がこれまで
に執筆した記事（AppWorks の活動自体に関する宣伝・報告、産業情勢分析、スタートアップの
事例紹介、起業ノウハウの教育的解説等）が 300 本以上も収録され、随時追加されている。本研
究はこれを活用した。また、筆者自身による台湾での聞き取り調査（2017 年 9 月 27 日、および
2019 年 9 月 19 日に実施。引用の際は、各々、app-2017、app-2019 と記す。どちらも面談相手は












プリンターといった備品・設備があり 365 日 24 時間オープンである。機能的には、主
に初期ステージの起業家を対象とするアクセラレータ、およびスタートアップに投資す
るベンチャーキャピタル（VC）としての 2 つの顔を持ち、加えて人材（ソフトウェア・
エンジニア）育成のための AppWorks School の運営もしている（詳細は、後述）。
ここで、AppWorks 創設者の Jamie Lin 氏の経歴を紹介する。Lin 氏は、1978 年に台湾
で著名な医師の家庭に生まれた。1999 年、台湾大學 3 年時に、同窓生と B2C の PC 小
売販売 Web サイト「哈酷網」を立ち上げたように、本人も若くして起業経験がある。大
学卒業後、New York University Stern School of Business に留学した。2006 年には、ニュ
ーヨークで、友人と共同で旅行者 SNS の「Sosauce」を創設し、2008 年には、それが 3D
ゲーム製作会社の「Muse Games」に生まれ変わった。自身で起業するのと前後して、
HSS Ventures や All Asia Partners などの VC で勤務した経験も持つ。ニューヨークに住み
iPhone や Android といった Web プラットフォームが勃興し起業チャンスの波が訪れた




促すという狙いもある。2013 年 6 月当時の Jamie Lin 氏のインタビュー記事によれば、
次のような考えが示されている。すなわち、PC などのハードウェアはコモディティ化
が進み、その後最大価値を生み出すようになったのがインターネット企業である。シリ







同様に、2016 年 4 月当時の詹益鑑（IC Jan）氏（AppWorks の共同創設者でパートナ
ー）のインタビュー記事では次のような趣旨のことが述べられている。すなわち、イン
ターネット産業は知識集約型で、小国であっても優秀な人材を投入すれば強い競争力を





































い）、次のような活動が行われる（主に AppWorks ウェッブサイト、2020 年 2 月 17 日閲
覧、による）。
 Demo Day：毎期開始からおよそ 4 ヵ月後に開催。多数の投資家、業界人（潜在的な
パートナー）、メディア関係者の前でピッチを行う。





 Office Hours：AppWorks パートナー、マスター（専門スタッフ）、メンターと各起業
チームとの間で一対一の面談を行う。
 Recruiting Events：優秀なエンジニア人材のリクルートを支援する。3









Web Services（AWS）や Google Cloud Platform（GCP）を含む協力企業から提供された最















支援内容の中で、メンターと Demo Day および資金調達について、以下でやや詳しく
解説を加えよう。
（2）メンター
































アクターとのマッチングの場ともなっている。これまで Demo Day に登壇したチームの
概要を、比較的詳しい情報が得られた第 9 期以降に関して紹介すると以下のようであ
る。また、（本稿執筆時点で最新の）第 19 期の登壇チームは表 1 に紹介されている。





Pegatron、TSMC などの台湾大手企業や Oracle、McKinsey などの外資系企業の出身
者で構成されている（TechOrange, 2015a）
 第 10 期 Demo Day（2015 年 6 月 17 日開催）：今期のアクセラレータ・プログラム
には 27 チーム、82 人の起業家が参加しているが、うち 21 チームが Demo Day に登
壇。台湾のハイテク大企業出身の起業家も多く、そのプロダクトはソフトウェアと
ハードウェアを融合したものであり、概ね半数のチームが IoT（internet of things）
に特化していた。なお今回 Demo Day の聴衆の 9 割が初参加であり、これはインタ
ーネット産業が大きな影響を持ち始めた表れとみなされた（TechOrange, 2015b）。
 第 11 期 Demo Day（2015 年 11 月 11 開催）：23 チームが登壇し、うち E コマース系
が主流で 9 チーム、その他は IoT、メディア、SaaS 等だった。23 チームの中には、
香港、オーストラリア、マレーシア、米国を含む 3 大陸の起業家が含まれている。




 第 12 期 Demo Day（2016 年 6 月 7 日開催）：21 チームが登壇し、ビジネス領域で
は、オンデマンド・エコノミーが 7 チーム、ウェブ専業のオリジナル家電ブランド
が 5 チーム、SaaS が 5 チーム、IoT が 2 チーム、越境 E コマース 1 チームが含まれ
る。なお、第 12 期のアクセラレータ・プログラム選抜チーム全体としては、24 チ
ーム、起業家 63 人、平均年齢 31 歳、その多くは台清交成（台湾の有名 4 大学＝台
湾大學、清華大學、交通大學、成功大學）出身で、国際的かつ起業経験豊富である
ことが大きな特徴である。ただし、女性起業家は 4 人しかいない（TechOrange, 2016a）。
 第 13 期 Demo Day（2016 年 11 月 8 日開催）：27 チームが登壇、台湾のチームが多
数を占めたが、香港からも 6 チームが参加した。ビジネス領域は AI（artificial 
intelligence）、VR（virtual reality）、O2O（online to offline）サービスから E コマース
まで多岐にわたった。参加チームの平均年齢は 30 歳、最も若い参加者は 22 歳の大
学生だった。また、女性による起業が全体の 4 分の 1 を占めた（TechOrange, 2016b）。
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 第 14 期 Demo Day（2017 年 5 月 26 日開催）：27 チームが登壇、その半分がシンガ
ポール、香港、マレーシアからのチーム。第 14 期のアクセラレータ・プログラム
選抜チーム全体では、平均年齢は 30.3 歳、これまでのバッチで最も国際的で 19 の
国・地域から 32 チームが参加した。E コマースに関するビジネスが多く（AI 技術
の応用を含む）、FinTech、IoT、AI を探求するチームもいた（TechOrange, 2017a）。
 第 15 期 Demo Day（2017 年 11 月 9 日開催）：25 チームが登壇し、うち 20 チーム
（80％）が E コマースと AI、IoT 分野だった（TechOrange, 2017b）。
 第 16 期 Demo Day（2018 年 6 月 6 日開催）：28 組のチームが登壇、チームの出身国
としては、台湾、香港、シンガポール、インドネシアに加え米国とベルギーが含ま
れる。分野的には、ホットとなりつつあった AI と Blockchain の他、IoT、コミュニ
ティ E コマース、デジタル・マーケティング、O2O 等多元的である（Lee, 2018b）。
 第 17 期 Demo Day（2018 年 11 月 8 日開催）：AppWorks が AI と Blockchain に特化
するようにシフトしてから最初の回。25 組が登壇し、うち 17 チームが AI／IoT、8
チームが Blockchain／Crypto が主なビジネス分野。25 組のうち 9 組が（36％）が海
外チームで、香港、タイ、ベトナム、スリランカ、米国の出身。チームの中には、
eBay、HTC、ASUS、Proofpoint といった有名企業の勤務経験者や Y Combinator の
OB も含まれる（Lee, 2018c）。
 第 18 期 Demo Day（2019 年 6 月 4 日開催）：25 チームが登壇し、うち 14 チームは
AI／IoT、11 チームは Blockchain／Crypto が主なビジネス分野。25 組のうち 18 組
（72％）が海外チームで（開始以来最も国際的）、香港、シンガポール、ベトナム、
マレーシア、米国、カナダの出身。チームの中には、Google、Microsoft、Ripple、
Uber、Amazon といった有名企業の出身者や Y Combinator の OB、Forbes 30 Under 
30 に選出された若手起業家も含まれる（AppWorks, 2019b）。
 第 19 期 Demo Day（2019 年 11 月 26 日開催）：18 組のチームが登壇し、うち 11 チ
ームは AI、3 チームは IoT、4 チームは Blockchain が起業テーマ。18 組のうち 12 組
（67％）は海外チームで、インドネシア、シンガポール、香港、米国、カナダ、フ
ランス、ニージーランドの出身。起業チームの中には、Google、Qualcomm、Samsung、
MediaTek、Agoda、Initium Media などの有名企業の出身者も含まれる（AppWorks, 
2019c）。
以上から、起業チームのビジネス領域としては、E コマース、IoT、メディア、SaaS か














































3 香港チーム（Initium Media創業者の張潔平〔Annie Zhang〕氏が創設）。Blockchain技
術に基づく，コンテンツ・クリエーターのためのシェアード・インフラ。




















































Demo Day では投資家にアピールし資金調達することが重視されるが、AppWorks では
（および台湾一般の状況としては）その場で直ぐに投資獲得が決まるということは少な




































1 チーム 30 分ほどで実施する。AppWorks が彼らをサポートできるかどうかを考慮して、

















第 2 に、国籍・出身地別では、当初はほぼ台湾のチームで、まれに海外チームが 1～
2 組混ざっていた程度であった。その後、海外チームが増え、（上述の Demo Day の解説
にみられるように）第 11 期（2015 年後半）には 3 大陸（ユーラシア、北米、オースト
ラリア）からの起業家が含まれ、第 14 期は半分近く、第 15 期は 3 分の 1 が海外からで
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卒後間もなくの人）は少なく 1 期およそ 30 チームの中に数％（1～2 チーム）ほどであ
る（特に区別はしていないという）。大半は、業界経験がある人々で、上述の Demo Day
の解説で示したように、国内外の有名企業での勤務経験者や連続起業家も少なからず含
まれている。第 9 期 Demo Day（2014 年 11 月 5 日開催）を紹介したある記事によれば、
「かつてのアクセラレータは人を育てることに重きを置き、学生や卒業間近のフレッシ
ュな人を相手にしていた。しかし、今回のチームでは、その半数が Foxconn（鴻海）、




























タ開始後 8 年経過時点で）。一般に起業の 9 割以上が失敗するといわれる中でここの失













の Jamie Lin 氏とアシスタント 1 名の計 2 名のみだったが、最近では Partner 5 名（Jamie 
Lin、Joseph Chan、Nice Cheng、Andy Tsai、Jessica Liu の 5 氏。創設者の Jamie Lin 氏は
Chairman も兼任）をはじめとし、各分野（communications、English communications、
recruiting、finance & accounting、legal、design）の Master 6 名、各分野（investment relations、
alumni community、school operation）の Manager 3 名、Associate 2 名、Analyst 4 名、加え
て、Head of AppWorks School と Space Director が各 1 名、合計 22 名である。インターン
も採っており、スタッフの内で 3 名がインターン出身である（AppWorks ウェブサイト



















る。では AppWorks 自体の運営資金はどこから出ているのかといえば、上述の AppWorks 
Funds の運営収入で全ての活動をファイナンスしているのである（ただし、上述のよう
に、支援の見返りとしてスタートアップから一定割合の株式を取得するという制度では
ない）。アクセラレータ開始後の初期には創設者 Jamie Lin 氏個人の資金で投資をし始め
たが、その後、スタートアップがある程度成長して、個人の資金で行うことに限界を感
じた。そこで、2012 年に 1 号ファンドを設立し（規模は、1,100 万米ドル）、そこから法
人化の投資が始まった。2015 年には 2 号ファンド（規模は、5,000 万米ドル）、2019 年




ば、「世界で一番成功している Y Combinator も後から自身のファンドを作った。
AppWorks も当初創設者 Jamie Lin の個人資産でやっていたが、後にファンドを創設し
4 AppWorks ウェブサイトによれば、例えば、フルタイムの Associate 投資マネジャーで年収 7 万
3,000 米ドル～14 万米ドルの間、Analyst で年収 4 万 3,000 米ドル～8 万 3,000 米ドルの間（パフ
ォーマンスによる）である（＜https://appworks.tw/team/＞2020 年 2 月 17 日閲覧）。
5 各ファンドの運営期間は 10 年、うち最初の 3～5 年が投資期間で、あとは回収を待つ。1 号と







AppWorks Funds の運営に関して敷衍すると、総額 1 億 7,000 万米ドルの投資ファンド
を運営しており、毎年 10～15 件の投資を行い、案件ごとの投資規模は 20 万米ドルから




ブサイト＜https://appworks.tw/investments/＞2020 年 2 月 17 日閲覧）。
ここで 3 つのファンドの内容について解説する。1 号ファンドは「19 チームに資金が
投資され、それぞれ AppWorks のパートナーである IC Jan（詹益鑑）、Nice Cheng（程
九如）、Joseph Chan（詹德弘）、Jamie Lin らによって運用されてきた」。2 号ファンドは、
主にシード／シリーズ A ラウンドを対象とし、資金を拠出するのは、行政院國家發展
基金（National Development Fund）、國泰人壽（Cathay Life Insurance）、群聯電子（Phison 
Electronics）、遠傳電信（Far EasTone Telecommunications）、華威國際（The CID Group）、
富邦人壽（Fubon Life Insurance）、中國信託創投（Chinatrust Venture Capital）、開發國際投
資（CDIB Partners Investment Holding Corp.）、聯合報系（United Daily News Group）の 9
つの大企業・団体である。3 号ファンドは、シリーズ C ラウンドまでを対象とし、リミ
テッドパートナーとして、台灣大哥大（Taiwan Mobile）、富邦人壽（Fubon Life Insurance）、
國泰人壽（Cathay Life Insurance）、緯創（Wistron Corporation）、宏泰集團（Hungtai Group）、
群益金鼎證券（Capital Securities）および行政院國家發展基金（National Development Fund）
が投資している（以上、Tech in Asia, 2015；AppWorks ウェブサイト＜https://appworks.tw/






AppWorks Funds は、ネットビジネス分野では台湾で代表的な VC とみなせる。聞き取
り調査では、「いつの時代でも VC で非常に大事なのはディールソーシング（投資先探
し）で、うちはネット関連では、台湾で最も優れたディールソーシング能力を持ってい
6 投資ラウンドの段階区分について、シードは創業準備中の段階、シリーズ A は事業が軌道に
乗り始める段階、シリーズ B は事業が軌道に乗り安定した売上が出ている段階、シリーズ C は
IPO や M&A が近いスタートアップの最終成長段階、を各々指す。
18
ると言い切れます」との発言があった。また、AppWorks はハンズオン（経営支援）の
能力でも優れている。なぜなら、「AppWorks は、例えば、Joseph Chan とか Nice Cheng












































2020 年 3 月 16 日閲覧）により作成。
ファンドの投資先は約 40社で、アクセラレータ OB とその他が大体半々ずつであり、
7 台湾と東南アジアで展開する企業が中心である。表 2 は AppWorks Funds の投資先企
業の代表例である。ここで紹介されたのは投資先企業のごく一部だが、このうち、
Lalamove は香港発のユニコーン企業である。その他は台湾で創業した企業で、
7 この数値は 2017 年 9 月 27 日の訪問調査時に聞いたものである。最近の AppWorks ウェブサイ
ト（＜https://appworks.tw/investments/＞2020 年 3 月 27 日閲覧）の情報では、投資先として 33 社、
投資回収済みとして 10 社が掲載されていた。
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NetPublishing、Kuo Brothers、MobiX は台湾の株式市場で上場している。EZTABLE は
AppWorks Accelerator の第 1 期卒業生である。
AppWorks Accelerator と同 Funds を含めたコミュニティ内での企業連携の具体例とし
て Kuo Brothers（創業家兄弟）の事業展開を紹介しよう。Kuo Brothers は表 2 の概要の
ように MobiX（松果購物）を含む 3 つの E コマース・プラットフォームを持ち、2012
年創業後、台湾の E コマース成長期の追い風を受け順調に業績を伸ばしてきた。2016 年
より、デジタル広告以外の顧客獲得チャネルを構築するために異業種連携に乗り出した。
モバイル決済の LINE Pay との連携から、7-ELEVEN や全家便利商店（ファミリーマー
ト）のようなコンビニとの協力、Hami Point や Money との連携によるポイントエコノミ
ーでの梃入れ等々である。加えて、次のような AppWorks Accelerator の OB 企業との連
携 が あ る 。 電 動 ス ク ー タ ー ・ シ ェ ア リ ン グ サ ー ビ ス の WeMo Scooter
（https://www.wemoscooter.com/）（第 12 期卒業、以下同様）、タクシー配車プラットフォ
ームの TaxiGo（https://linetaxi.com.tw/）（第 11 期）、台湾・東南アジアで最大のキャッシ
ュバック・プラットフォームの ShopBack（https://www.shopback.com.tw/）（第 13 期）、AI
と Big Data 技術による飲食業向け顧客データ管理の Ocard（https://ocard.co/）（第 17 期）
である。例えば、WeMo Scooter との連携では、Kuo Brothers の E コマースサイト「生活











じスピードで同じようなビジネスをやっていた。ところが、2001 年に IT バブルが崩壊
し、それ以降、ごく一部の自己資金で運営している会社以外はほとんど活動が止まった。














年ほど経つと潮流が変わり始めた。以下、アクセラレータ開始 5 年後の第 10 期以降の
Demo Day の様子を紹介した記事に基づき、9 その後の AppWorks の戦略とその発展プ
ロセス、そして、（AppWorks を通してみた）台湾のインターネット産業の発展状況をみ
てみよう。
第 10 期 Demo Day（2015 年 6 月 17 日開催）には 1,200 名もの聴衆が詰めかけ、しか
もその 9 割が Demo Day 初参加であり、インターネット産業の重要性が理解され始めた




8 Jamie Lin 氏の肩書として、AppWorksのChairman兼 Partnerの他、APEC Business Advisory Council
（ABAC）中華台北代表、APEC Vision Group（AVG）中華台北代表、「Asian Silicon Valley」計画
民間顧問委員会共同召集人、行政院「Digital Innovation & Governance Initiative Committee」委員、
TiEA（台灣網路暨電子商務產業發展協會）理事長（2016～19 年）とある。加えて、2019 年 4 月
1 日に大手通信会社の台灣大哥大（Taiwan Mobile）の社長（總經理）に就任した（当時 41 歳で、
台湾の通信会社で最年少の社長）（Wikipedia＜https://zh.wikipedia.org/＞の「林之晨」より。2020




























































り、人材レバレッジが高く、例えば、 AppWorks 関連企業の Kuo Brothers
（https://www.kuobrothers.com/）や 91APP（https://www.91app.com/）は、従業員 1 人当た
りの売上高で台湾の代表的エレクトロニクス企業である TSMC や MediaTek、Foxconn
を上回っている。またデジタルエコノミーは流通チャネルビジネスの側面もあり、資本
レバレッジが高い（モノを移動させることで、元々の金銭的価値を上回る売上高を生み




第 13 期 Demo Day（2016 年 11 月 8 日開催）では、それまでの成果として、AppWorks
が輩出したスタートアップは累計で 305 チーム、起業家 660 人となり、これら企業の評
価額合計は 285 億台湾ドル（9.2 億米ドル）で、ユニコーンの価値に迫るものであるこ
とが発表された。また Jamie Lin 氏は、台湾の産業は世代転換の真っただ中にあり、台
湾の E コマースは毎年 15～20％のペースで成長を続け、小売業の浸透進度では世界を
リードしている。台湾は自らの強みを活用し、東南アジアとの連結を加速し、新興市場
のチャンスを掴むべきだと述べている（TechOrange, 2016b）。
第 14 期（2017 年前半）は、プログラム全体では、これまでのバッチで最も国際的で
19 の国や地域から 32 チームが参加した。Demo Day（2017 年 5 月 26 日開催）登壇 27
チームの半分がシンガポール、香港、マレーシアからの参加だった（TechOrange, 2017a）。







2017b）。第 16 期 Demo Day（2018 年 6 月 6 日開催）では、投資家や業界人の他、立法
委員（国会議員）の余宛如氏、および外交部（外務省に相当）が招待した 15 名のイン
ドネシア起業家代表も臨席した（Lee, 2018b）。
なお、AppWorks は第 17 期プログラム（2018 年後半）から、ビジネス領域として AI
と Blockchain に特化することを打ち出した（後に詳述）。第 17 期 Demo Day（2018 年 11
23
月 8 日開催）に際して、Jamie Lin 氏は、「大東南アジア圏（GSEA）」という考え方を改
めて提唱し、台湾と東南アジアの市場のシナジーを強化すべきと主張した。東南アジア
の中でも特にインドネシアを重視している（TechOrange, 2018）。第 18 期 Demo Day（2019
年 6 月 4 日開催）では、登壇したチームの 7 割強が海外出身であり、Demo Day 史上最
も国際的なものとなった（TechOrange, 2019a）。第 19 期 Demo Day（2019 年 11 月 26 日
開催）では、Jamie Lin 氏は、「大東南アジア圏の人口成長率は大中華圏の 3.5 倍。イン
ドネシア、ベトナム、フィリピン、タイ、マレーシアは IMF の世界経済を牽引する国
Top 20 位に入っている。インドネシアでは、この数年、デカコーン（時価総額 100 億米
ドル以上）1 社、ユニコーン 4 社が誕生した。100 年に一度の得難い成長機会だ。．．．













先ず、フォーカスするビジネス領域としては、AppWorks は第 17 期（2018 年後半）
より AI と Blockchain に特化することとした。すなわち、「AI と Blockchain がもたらす
衝撃は、1980 年代の PC、90 年代の Internet、2000 年代の Mobile Internet と同様に、未
来 30 年のビジネスと生活の様式を書き換える巨大なパラダイムシフトである」（Lee, 
2018a）。そして、AppWorks が率先して AI と Blockchain にフォーカスすることで、Mobile 
Internet に代わる次の成長曲線に飛び乗るよう起業家コミュティに思いを致させるとい
う狙いもある（Chen, 2019）。聞き取り調査でさらにその理由を尋ねたところ、「アクセ
ラレータは、メインストリームのビジネスの 5 年くらい前のものを育てる。AI も純粋
な AI（例えば Google の DeepMind のようなもの）ではない。これまでにモバイルとか
アプリへの進出は一段落して、そこで AI を色んなところに応用するのが次のトレンド」
（app-2019）なのだという。
AppWorks が AI と Blockchain にフォーカスする背景として、台湾のこの分野での優
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位性がある。先ず、AI について、台湾は大東南アジア圏の AI ハブになってきていると
いう認識がある。その根拠として挙げられるのは、次のようなことである。①台湾政府




イエンスで 1 万人、電気工学で 2 万 5,000 人を超える卒業生を輩出しており、また STEM
（science, technology, engineering and mathematics）教育でも世界第 4 位にランキングされ
ている。④過去 30 年にわたる電子産業（ハードウェア）の強固な土台があり、5G、IoT、
Big Data、Industry 4.0 でハードとソフトの融合というトレンドをビジネスチャンスとし
て生かせる位置にある（Lin, 2019）。




Ethereum Foundation の 20 名のコアデベロッパーのうち 5 名は台湾人である。③既に台
湾で Blockchain 産業のコミュニティが育ちつつある。例えば、MaiCoin、BitoEX、
Cobinhood のようなローカルブランドが登場し、台北富邦銀行（Fubon Commercial Bank）
が台湾初の小売り利用のための Blockchain による決済システムを開始する、あるいは台





の支援対象としても Funds の投資先としても GSEA を重視している。台湾が東南アジア
とのリンクを目指すべき理由として、次にみられるような市場の将来性の高さがある。
第 1 に、人口ボーナスの存在である。例えば、「CIA The World Factbook 統計」によれ
ば、インドネシア、フィリピン、ベトナムの東南アジア 3 大国について、2018 年の年齢
中位数（人口を年齢順に並べたとき，その中央で人口を 2 等分する境界点にある年齢）
は、各々、30.5 歳、23.7 歳、30.9 歳（台湾 41.3 歳、中国 37.7 歳、日本 47.7 歳、米国 38.2
歳）である。
第 2 に、成長率の高さである。「e-Conomy SEA 2019」報告（https://www.blog.google/
documents/47/SEA_Internet_Economy_Report_2019.pdf）によれば、過去 5 年で、ASEAN
市場の経済成長率は 5％で、また過去 10 年間毎年全世界の経済成長率を超えており、
高度成長が定着していることが伺われる。2030 年には世界の第 4 の経済圏になると予
25
想されている。
第 3 に、東南アジアのインターネット人口は 2019 年に 5 割を超えた程度で（総人口
6.6 億人、インターネット人口 3.6 億人、うち 9 割がスマートフォンでウェブ利用）、今
後デジタルエコノミーの成長の余地が大きいことがある。「e-Conomy SEA 2019」報告に
よれば、東南アジアのデジタルエコノミーが GDP に占める比重は、2019 年の 3.7％か
ら 2025 年の 8.5％へ増加すると予想される。同報告によれば、東南アジアのデジタルエ
コノミーの規模は、2019 年に 1,000 億米ドルに達し、 2025 年には 3,000 億米ドルに達
すると予想される。
AppWorks は、GSEA における台湾の存在感はかなり大きく当地域のひとつのハブと
なり得ると考えている。その根拠は、①E コマースの市場規模において、台湾は 427 億
米ドルで、GSEA 総計の約 66％を占めている（ASEAN 中最大のインドネシアは、210




東南アジアからの起業チームが多数参加していることが挙げられる（第 17 期～第 19 期
で、大東南アジアを中心とする国際チームの割合が 7 割超である）（以上は、Lee, 2019;  
Crets, 2020 による）。
以上は主に統計データより理解されることだが、聞き取り調査でさらに踏み込んで




























リアで 2,000 社超の提携業者、800 万人超のユーザーを有し、3 秒ごとに 1 オーダーの
ペースで利用され、これまでにおよそ 3,000 万米ドル超をキャッシュバックした。創業












2017）。2019 年には 4,500 万米ドルの資金調達を完了したが、EV Growth や Ebates（米
国最大のキャッシュバック・ウェブサイト）がリードし、AppWorks を含む幾つかの投









Chan 氏は、かつて香港で E コマースのサイトを運営していた際に、顧客からのオンラ
27
インでの質問に直ちに応答できずオーダーを取りこぼした経験から、こうしたソフトウ








全体の平均と比べ成約率が 3～7 倍となっている。2019 年末までに Omnichat の累積ユ










AppWorks は 2010 年にアクセラレータ・プログラムを開始したので、2019 年はちょ
うど 10 年目に当たる。2019 年末までの成果概要を示すデータとして表 3 のようなもの
がある（Accelerator 卒業生だけでなく同 Funds の投資先企業も含む）。また、表 4 は 2019
年度の成果報告で言及された AppWorks Accelerator 卒業生スタートアップの成功例であ
る。
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注 1）AppWorks Accelerator 卒業生に加え、同 Funds の投資先企業も含む。
注 2）企業価値は、株式市場での評価額あるいは資本金額ではなく、各企業が最後に受けた投資の金額を
もとに計算。例えば、投資家が 1 億円で株式の 10％を取得したら、その企業の価値は 10 億円となる。
出所）AppWorks ウェブサイト（https://appworks.tw/）（2020 年 2 月 17 日閲覧）より。



























































































注）以上は「AppWorks 2019 Year in Review」で言及されていた企業である（したがって、業績等は 2019 年
末時点までのものである）。企業名横のカッコ内は、第何期卒業生かを示している。












12 聞き取り調査で、コミュニティの規模について（ウェブサイトに「In terms of size, AppWorks is 











規模の差が大きい。タイミングの問題。ちょうど Jamie Lin が米国から帰国した頃、台
湾は第 2 のネット産業成長期が始まった時期。その後 AppWorks Accelerator は既に 7 年




（https://www.urad.com.tw/）（AppWorks Accelerator 第 3 期卒業、以下同様）、広告用動画
作成の PIAD（https://www.piad.com.tw/）（第 6 期）、E メール・マーケティング・プラッ
トフォーム開発の電子豹（https://newsleopard.com/）（第 5 期）、SNS 使用者の行動データ
分 析 に よ る SNS 向 け マ ー ケ テ ィ ン グ ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン 提 供 の HIGH5 
（https://www.high5.ai/）（第 14 期）、Facebook を E コマースのプラットフォームに変え
るシステムを開発した FBbuy（https://store.fbbuy.com.tw/）（第 15 期）、以上 5 社のスター
トアップは Marketing AI Alliance を組織し、重複する顧客グループに対して、定期的に
デジタル・マーケティング会合を催すようにした。この他、電動スクーター・シェアリ
ングサービスの WeMo Scooter（https://www.wemoscooter.com/）（第 12 期）は、オンライ


















世代リーディング産業育成に関しては、2016 年 5 月に成立した民進党・蔡英文政権は、




の で あ る 。 AI に 関 し て は 、「 AI Taiwan Action Plan 」（ 2018 ～ 21 年 ）
（https://ai.taiwan.gov.tw/#actionplan）がある。具体的内容としては、①「AI for Industrial 
Innovation」（AI による各種産業でのイノベーション推進）、②「AI International Innovation 
Hub」（AI 関連スタートアップ 100 社育成と国際連携推進）、③「AI Pilot Project」（米国
DARPA のような研究開発推進モデルの構築）、④「AI Talent Program」（1 万人の AI 人













湾独立色が強かった）、民進党・陳水扁政権（2000～08 年）に続いて 3 度目で、「新南向
政策」としているのもこのためである。












次に AppWorks の活動は、ある意味、台湾の VC 業界の再活性化を目指したものとも










が投資した会社が 2 社上場したが（注：2017 年 9 月 27 日時点）、やがて、そこの経営
者が自分でベンチャー投資するとか、そこの社員が起業するとかいうところまで行かな
いとサイクルが回り始めない」とのことである（app-2017）。







さらに AppWorks が取り組む（起業家人材以外の）人材育成事業として「AppWorks 
School」について解説する。同 School は 2016 年設立で、台湾でデジタルエコノミーに
必要な人材を増やすことが目的である。現状では、Android Class（Kotlin 言語、Android 
Studio で Android App を開発）、iOS Class（Swift 言語、Xcode で iOS App を開発）、Front-
End Class（HTML/CSS/JavaScript 言語によるウェブページ開発、React.js 学習）、Backend 







スがある。4 週間の遠距離予習の後に 16 週間の AppWorks サイト内での集中訓練が行
われる。学生や新人教育のためではなく、他業種からの転職支援が目的である。
AppWorks の専門スタッフやメンターによる実践的な訓練とクラスの仲間同士の共同学
習に加え、就職の支援も行う。設立以来、2019 年末までに 179 名が卒業し、その 91.6％
がインターネット企業でソフトウェア・エンジニアとしての職を得ることができた。就
職先としては、91APP、KKBOX、LINE TV、WeMo Scooter、LINE TAXI、PicCollage、
VoiceTube、Gogoro、UDN Group といった（AppWorks Accelerator の OB も含む）著名企
業が含まれる（AppWorks School ウェブサイト＜https://school.appworks.tw/＞2020 年 2 月



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































必要となる。とりわけ、GAFA や BATH のような巨大プラットフォーマーを生み出せな
い（日本も含めた）中小国家にとっては、戦略性を持ったスタートアップ・エコシステ
ム構築への取り組みが有効な対策となることを台湾の事例は教えているように思える。
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